
（別紙４）

～ 令和7年2月28日

（対象者数） １９人 （回答者数） １４人

～ 令和7年2月28日

（対象者数） ３人 （回答者数） ３人

～ 令和7年2月28日

（対象数） １６施設 （回答数） １６施設

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・専門職の同行を定期的に行えるよう調整を図る。

2

・専門職や訪問先，関係機関ときめ細やかに連携をとり情報

共有をしていく。

・職員のスキルアップを図る。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・学校の教員との連携の他，研修や他事業所との情報共有等

から学び，実際の支援に繋げていく。

2

・アプリや会議システム等の活用。

3

・各専門職と連携をとり，様々な視点で支援ができる。 ・お子さんの様子や課題により，各専門職へ相談や同行依頼

をし，専門的視点からの助言を支援に役立てている。

・個別訓練の様子を担任に見てもらう機会を作った。

・発達障害児，肢体不自由児を含む，様々なお子さんへの支

援を行っている。

・お子さんの特性に合わせ，知識や経験のある職員が各専門

職とともに支援にあたっている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・学齢児に対する支援体制 ・就学前のお子さんの支援を主に行っていたため，学齢児支

援のスキルや経験が少ない。

・保護者や訪問先への連絡や情報提供等の手段 ・報告や連絡は，電話，郵送での対応が殆どとなっている。

令和7年2月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年3月17日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年2月10日

○事業所名 柏市こども発達センターキッズルームひまわり　保育所等訪問支援

○保護者評価実施期間 令和7年2月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


